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第
六
十
九 

  
 

Ｖ
Ｔ
信
管 

   
 
 
 
 

一 
  

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
か
ら
日
本
軍
の
撤
収
が
完
了
し
た
（
と
さ
れ
る
）

一
か
月
後
の
一
九
四
三
年
三
月
十
二
日
、
ア
メ
リ
カ
統
合
参
謀
本
部

主
催
の
太
平
洋
軍
事
会
議
で
「
エ
レ
ク
ト
ン
作
戦
」
が
採
択
さ
れ
た
。

戦
争
の
運
営
に
か
か
る
中
長
期
の
基
本
方
針
と
い
う
意
味
な
の
で
、

こ
ん
に
ち
的
に
い
え
ば
「
戦
略
」
と
表
記
す
れ
ば
分
か
り
が
早
い
。 

 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
制
圧
し
た
こ
と
で
、
連
合
国
軍
は
勝
利
の
手

応
え
を
確
実
に
し
た
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
四
二
年
八
月
か
ら
九

月
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
陸
海
軍
・
政
府
首
脳
は
太
平
洋
の
戦
い
に

か
か
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
計
画
」、
日
本
を
占
領
・
支
配
す
る
「
ダ
ウ

ン
フ
ォ
ー
ル
作
戦
」
を
立
て
て
い
た
。 

 

こ
の
う
ち
「
レ
イ
ン
ボ
ー
計
画
」
は
海
軍
省
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
キ

ン
グ
作
戦
部
長
が
提
唱
し
た
も
の
で
、
ハ
ワ
イ
を
拠
点
と
し
て
、
中

部
太
平
洋
の
サ
モ
ア
↓
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
↓
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
↓
ト

ラ
ッ
ク
↓
グ
ア
ム
と
太
平
洋
上
の
島
々
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
制
圧
し
、

日
本
本
土
に
上
陸
し
て
首
都
・
東
京
を
占
領
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
こ
れ
が
実
施
さ
れ
て
い
た
ら
、
平
塚
か
ら
藤
沢
に
か
け
て
の
湘

南
海
岸
は
、
欧
州
戦
線
に
お
け
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
海
岸
に
な
っ
て
い

た
。 

 

し
か
し
状
況
が
変
わ
っ
た
。 

 

海
軍
の
現
場
で
戦
争
指
揮
に
当
た
っ
て
い
る
第
三
艦
隊
司
令
長
官

の
ハ
ル
ゼ
ー
、
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
の
ニ
ミ
ッ
ツ
、
第
十
六
任
務

部
隊
司
令
官
の
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
と
い
っ
た
諸
将
が
反
対
し
た
。 

 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
戦
闘
と
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
で
連
合
国
軍
は
制
空

権
と
制
海
権
を
手
中
に
し
た
。
太
平
洋
上
の
島
々
を
占
拠
し
て
い
る

日
本
軍
は
放
っ
て
お
け
ば
い
い
。
補
給
が
な
く
な
れ
ば
立
ち
枯
れ
る

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

だ
け
で
な
く
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
開
発
に
よ
る
空
の
要
塞
「
Ｂ
―

29
ス
ー
パ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
」
が
姿
を
見
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
全
長
三

十
メ
ー
ト
ル
超
、
両
翼
全
幅
四
十
三
メ
ー
ト
ル
、
機
体
重
量
三
万
二

千
キ
ロ
超
と
い
う
巨
大
な
爆
撃
機
で
あ
っ
て
、
高
度
一
万
メ
ー
ト
ル

を
航
行
し
、
最
高
時
速
六
四
〇
キ
ロ
、
航
続
距
離
四
八
〇
〇
キ
ロ
、

最
大
九
ト
ン
の
爆
弾
、
貨
物
を
積
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
当
初
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
対
日
爆
撃
の
基
地
と
し
て
中
国
・
湖
南
省

の
ど
こ
か
を
想
定
し
た
。
東
京
ま
で
直
線
距
離
で
二
千
四
百
キ
ロ
な

の
で
、
ぎ
り
ぎ
り
往
復
が
可
能
で
あ
る
。
修
理
や
補
給
が
容
易
な
イ

ン
ド
西
ベ
ン
ガ
ル
州
カ
ル
コ
タ
（
カ
ル
カ
ッ
タ
）
を
本
拠
と
し
て
、

中
国
に
設
置
す
る
前
線
基
地
を
併
用
す
る
案
が
固
ま
っ
た
。 
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た
だ
し
そ
の
時
点
で
実
戦
配
備
が
可
能
な
Ｂ
―
29
は
一
機
も
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
。
量
産
が
始
ま
っ
た
の
は
四
三
年
の
秋
以
後
で

あ
っ
て
、
対
日
爆
撃
を
専
門
と
す
る
第
二
十
爆
撃
集
団
が
編
成
さ
れ
、

カ
ル
カ
ッ
タ
の
空
軍
基
地
に
配
備
が
始
ま
っ
た
の
は
四
四
年
三
月
で

あ
る
。 

 

―
―
そ
れ
ま
で
の
間
に
陸
・
海
軍
が
役
割
を
分
担
し
つ
つ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
島
か
ら
北
上
す
る
。 

 

と
い
う
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
案
が
採
択
さ
れ
た
。 

 

四
三
年
十
一
月
、
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
米
・
英
・
中
首
脳
会
談

（
カ
イ
ロ
会
談
）
で
ア
メ
リ
カ
政
府
が
示
し
た
議
案
書
に 

 

―
―
可
能
で
あ
れ
ば
グ
ア
ム
、
テ
ニ
ア
ン
、
サ
イ
パ
ン
も
Ｂ
―

29
戦
略
爆
撃
の
基
地
と
す
る
。 

 

と
い
う
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ

て
い
る
。 

 

と
も
あ
れ
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
攻
防
の
あ
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が

指
揮
す
る
陸
軍
第
六
、
第
八
軍
と
ハ
ル
ゼ
ー
麾
下
の
太
平
洋
艦
隊
が

連
携
し
つ
つ
、
日
本
に
圧
力
を
か
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

作
戦
の
中
に
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
・
山
本
五
十
六
の
暗
殺
、
イ
ギ

リ
ス
軍
ビ
ル
マ
戦
線
の
支
援
お
よ
び
、
日
本
本
土
爆
撃
な
ど
が
入
っ

て
い
た
。 

  

ビ
ル
マ
戦
線
は
、
日
本
に
あ
っ
て
は
「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
」（
ウ

号
作
戦
）
と
称
さ
れ
る
。
一
九
四
四
年
の
一
月
七
日
に
大
本
営
に
お

い
て
作
戦
が
認
可
さ
れ
、
三
月
八
日
に
進
軍
が
始
ま
っ
た
。 

 

日
本
陸
軍
の
戦
争
は
中
国
戦
線
が
好
転
せ
ず
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島

を
拠
点
に
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
分
断
す
る
構
想
が
失
敗

に
帰
し
て
い
た
。
鉄
か
船
か
、
鉄
鉱
石
か
支
援
物
資
か
と
い
う
行
き

詰
ま
り
を
打
開
す
る
策
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 

  

①
イ
ン
ド
か
ら
雲
南
を
経
由
し
て
中
国
に
支
援
物
資
が
送
ら
れ
て 

 
 

い
る
ル
ー
ト
を
遮
断
す
る 

 

②
イ
ン
ド
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
が
指
揮
す
る
反
英
組
織
と
連 

 
 

携
し
て
イ
ギ
リ
ス
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
を
分
断
す
る
。 

  

と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。 

 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
ア
メ
リ
カ
軍
が
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
遮
断
」

を
標
榜
し
て
北
ベ
ト
ナ
ム
を
爆
撃
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
大
本
営
は
、 

 

―
―
我
が
陸
軍
が
戦
う
べ
き
相
手
は
イ
ギ
リ
ス
軍
で
あ
っ
て
、
な

ぜ
な
ら
イ
ギ
リ
ス
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
側
面
か

ら
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
海
軍
が
太
平
洋
で
戦
っ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
戦
争
は
、
所
詮
、
今
大
戦
の
副
次
的
な
も
の

に
過
ぎ
な
い
。 

 

と
い
う
何
と
も
珍
妙
な
理
屈
を
ひ
ね
り
出
し
た
。 
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二 
  

日
本
に
お
い
て
は
、
陸
軍
で
さ
え
開
戦
直
前
に
山
下
奉
文
が
計
算

機
と
暗
号
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
だ
が
大
本
営
は
、
ア
メ
リ

カ
軍
の
暗
号
解
読
力
と
総
合
的
な
機
械
生
産
力
、
さ
ら
に
電
子
技
術

の
効
用
を
甘
く
見
て
い
た
。 

 

な
か
で
も
「
Ｖ
Ｔ
信
管
」
と
呼
ぶ
装
置
は
、
真
空
管
の
技
術
が
も

の
を
い
っ
た
。 

 

Ｖ
Ｔ
と
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
外
部
に
秘
匿
す
る
た
め
に
付
け
た
仮
の

名
「V

ariable-T
im

e fuze

」
に
由
来
す
る
。
正
式
な
呼
称
は

「Proxim
ity fuze

」、
日
本
語
に
訳
す
と
「
近
接
ヒ
ュ
ー
ズ
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
れ
ま
で
の
砲
弾
は
、
爆
発
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
発
射
さ
れ
て
か
ら

何
秒
後
と
設
定
す
る
か
、
命
中
し
た
衝
撃
で
爆
発
す
る
か
で
し
か
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｖ
Ｔ
信
管
付
き
の
砲
弾
は
、
標
的
の
数
十
メ

ー
ト
ル
以
内
に
到
達
す
る
と
、
対
象
物
に
跳
ね
返
っ
た
電
波
を
キ
ャ

ッ
チ
し
て
爆
発
す
る
。 

 

そ
の
こ
と
に
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
も
大
日
本
帝
国
も
気
が
つ
い
て

は
い
た
。
だ
が
実
装
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
発
射
時
の
過
剰

な
荷
重
に
耐
え
る
信
頼
性
の
高
い
真
空
管
と
、
劣
悪
な
条
件
の
も
と

で
も
安
定
し
て
稼
動
す
る
液
体
電
池
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
そ

れ
ぞ
れ
を
大
量
に
生
産
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
亡
命
し
て
い
た
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
協
力
も
あ
っ
て
、
一
九
四
二
年
に
実
用
化
テ
ス

ト
を
始
め
、
四
三
年
ご
ろ
か
ら
一
部
で
実
戦
配
備
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
取
り
付
け
ら
れ
た
の
は
主
に
高
射
砲
や
高
角
砲
な
ど
対
空

火
砲
の
砲
弾
だ
っ
た
。 

 

た
だ
し
当
時
の
技
術
で
は
、
敵
味
方
の
識
別
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
軍
は
こ
の
砲
弾
を
発
射
す
る
と
き
、
同
じ
空
域

に
味
方
航
空
機
の
侵
入
を
禁
止
す
る
措
置
を
取
っ
た
。
日
本
軍
の
航

空
機
は
標
的
の
艦
隊
上
空
に
掩
護
機
が
い
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
感

じ
つ
つ
、
こ
れ
幸
い
と
突
入
し
て
次
々
に
撃
ち
落
と
さ
れ
た
。
罠
に

嵌
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
撃
墜
率

は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。 

 

日
本
海
軍
の
航
空
機
は
、
対
空
砲
が
命
中
し
て
も
い
な
い
の
に
翼

が
も
が
れ
、
機
体
に
火
が
つ
い
て
、
抱
え
て
い
た
爆
弾
ご
と
爆
発
し

て
し
ま
う
。
か
つ
て
太
平
洋
の
空
を
縦
横
無
尽
に
飛
び
回
り
、
多
く

の
撃
墜
王
を
出
し
た
日
本
軍
航
空
隊
は
、
四
四
年
に
入
る
と
た
い
し

た
戦
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
ず
る
ず
る
と
後
退
し
て

い
く
。 

 
Ｖ
Ｔ
信
管
が
日
本
の
航
空
戦
力
を
壊
滅
に
追
い
込
ん
だ
、
と
い
わ

れ
て
い
る
。 

 

そ
の
威
力
が
発
揮
さ
れ
た
最
初
の
大
き
な
戦
い
は
、
一
九
四
四
年
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の
六
月
十
九
・
二
十
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
「
マ
リ
ア
ナ

沖
海
戦
」
で
あ
る
。 

 
同
時
期
に
日
本
陸
軍
は
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
行
き
詰
ま
り
、
ビ
ル

マ
戦
線
か
ら
全
軍
撤
退
の
覚
悟
を
定
め
つ
つ
あ
っ
た
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
海
戦
で
の
敗
北
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
か
ら
の
撤
退
に
始
ま
っ
た
日

本
軍
の
停
滞
は
、
こ
の
時
点
で
一
気
に
「
凋
落
」
と
呼
ん
で
い
い
状

態
に
転
換
し
た
。 

 

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
は
、
局
面
に
お
い
て
は
サ
イ
パ
ン
島
の
攻
防
戦

だ
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
全
体
か
ら
見
る
と
日
本
軍
が
策
定
し
た

「
絶
対
防
衛
ラ
イ
ン
」
を
め
ぐ
る
攻
防
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
絶
対
防
衛
ラ
イ
ン
と
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
航
空
機
に
よ
る
日
本

本
土
爆
撃
の
射
程
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
防
衛
作
戦
は
日
本
海
軍

の
内
で
「
Ｚ
計
画
」
と
呼
ば
れ
、
山
本
五
十
六
の
あ
と
を
受
け
て
連

合
艦
隊
司
令
長
官
に
就
任
し
た
古
賀
峯
一
大
将
が
策
定
を
進
め
て
い

た
。 

 

一
九
四
四
年
の
三
月
三
十
一
日
、
パ
ラ
オ
か
ら
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
ダ

バ
オ
基
地
に
向
か
っ
た
海
軍
の
飛
行
艇
が
、
折
か
ら
の
強
い
低
気
圧

に
飲
み
込
ま
れ
て
行
方
不
明
に
な
る
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
の
飛
行

艇
に
は
古
賀
大
将
以
下
、
連
合
艦
隊
の
作
戦
指
導
に
当
た
る
幕
僚
が

搭
乗
し
て
い
た
。
幕
僚
が
携
帯
し
た
革
鞄
に
は
作
戦
遂
行
に
関
す
る

詳
細
な
資
料
が
入
っ
て
い
た
。 

 

飛
行
艇
は
セ
ブ
島
に
墜
落
し
た
の
だ
が
、
こ
の
と
き
現
地
の
抗
日

ゲ
リ
ラ
部
隊
か
ら
ア
メ
リ
カ
軍
に
、
そ
の
資
料
と
信
号
書
な
ど
一
式

が
手
渡
さ
れ
て
い
た
。
Ｚ
作
戦
は
筒
抜
け
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を

ア
メ
リ
カ
軍
は
秘
匿
し
た
た
め
、
日
本
は
知
ら
な
か
っ
た
。 

 

日
本
の
大
本
営
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
↓
フ
ィ
リ
ピ

ン
↓
台
湾
↓
沖
縄
と
島
伝
い
に
北
上
し
て
く
る
と
読
ん
で
い
た
。
そ

れ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
六
月
六
日
に
連
合
国
軍
が
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

上
陸
作
戦
を
敢
行
し
た
た
め
、
参
謀
本
部
第
二
部
は 

 

「
当
分
の
間
太
平
洋
方
面
は
積
極
的
作
戦
停
滞
の
公
算
あ
り
。
但

し
政
治
的
に
本
土
空
襲
を
企
図
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
」 

 

と
分
析
し
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
は
主
力
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
投
入
す
る
か
ら
、
こ
こ

し
ば
ら
く
積
極
的
な
攻
勢
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
判
断
は
完
全
に
間
違
っ
て
い
た
。 

 

北
ア
フ
リ
カ
戦
線
に
勝
利
し
、
イ
タ
リ
ア
を
降
伏
さ
せ
、
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
上
陸
を
果
た
し
た
現
在
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
四
三
年
一
月

の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
合
意
に
縛
ら
れ
ず
、
太
平
洋
戦
線
に
余
剰
の
兵
力

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。 

 
厚
い
鋼
板
に
覆
わ
れ
た
上
陸
用
舟
艇
、
水
陸
両
用
艇
、
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
の
火
炎
を
数
十
メ
ー
ト
ル
も
放
つ
こ
と
が
で
き
る
火
炎
放
射
器
、

日
本
軍
の
機
関
銃
や
対
戦
車
砲
弾
で
は
び
く
と
も
し
な
い
最
新
鋭
の

重
戦
車
な
ど
が
陸
続
と
北
ア
フ
リ
カ
戦
線
か
ら
太
平
洋
戦
線
に
回
送

さ
れ
、
さ
ら
に
四
一
年
十
二
月
か
ら
建
造
を
始
め
て
い
た
新
鋭
艦
五
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百
六
十
隻
が
相
次
い
で
就
役
し
た
。
空
母
四
十
五
隻
、
駆
逐
艦
四
百

八
隻
、
潜
水
艦
八
十
八
隻
、
戦
艦
・
巡
洋
艦
十
九
隻
で
あ
る
。 

 
同
時
に
ア
メ
リ
カ
作
戦
本
部
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
経
て
黒
潮
に
沿
っ
て
北
上
す
る
黒
潮
ラ
イ
ン
に
陸
軍
の
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
大
将
を
、
グ
ア
ム
か
ら
テ
ニ
ア
ン
を
経
て
サ
イ
パ
ン
に
い
た

る
マ
リ
ア
ナ
・
ラ
イ
ン
に
海
軍
の
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
大
将
を
そ
れ
ぞ

れ
当
て
、
両
者
が
競
っ
て
日
本
本
土
防
衛
線
を
突
破
す
る
よ
う
煽
っ

て
い
た
。
陸
軍
と
海
軍
の
メ
ン
ツ
と
両
大
将
の
功
名
争
い
と
い
う
組

織
的
・
人
為
的
要
素
を
加
味
し
て
、
攻
撃
の
手
が
緩
ま
ぬ
よ
う
引
き

締
め
を
図
っ
て
い
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

黒
潮
ラ
イ
ン
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
、
マ
リ
ア
ナ
・
ラ
イ
ン
で
は
サ

イ
パ
ン
島
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
こ
と
に
サ
イ

パ
ン
島
を
ア
メ
リ
カ
軍
が
抑
え
れ
ば
、
最
大
四
千
キ
ロ
の
爆
弾
を
搭

載
で
き
る
超
大
型
爆
撃
機
「
Ｂ
―
29
」
に
よ
る
本
土
爆
撃
が
容
易

に
な
る
。 

 

同
爆
撃
機
の
航
続
距
離
は
五
千
六
百
キ
ロ
だ
っ
た
か
ら
、
最
長
で

日
本
の
仙
台
、
長
岡
、
沖
縄
、
台
湾
ま
で
が
射
程
距
離
に
入
る
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
「
絶
対
防
衛
ラ
イ
ン
」
が
崩
壊
す
る
。 

 

対
し
て
日
本
軍
は
こ
の
と
き
、
一
ト
ン
の
爆
弾
の
搭
載
が
可
能
で

最
大
時
速
四
百
二
十
七
キ
ロ
、
航
続
距
離
が
四
千
六
百
五
十
キ
ロ
の

「
一
三
試
陸
攻
深
山
」、
四
ト
ン
の
爆
弾
を
搭
載
で
き
時
速
五
百
九

十
キ
ロ
で
航
続
距
離
四
千
百
キ
ロ
の
「
一
七
試
陸
攻
連
山
」、
Ｂ
―

29
を
は
る
か
に
超
え
る
超
大
型
爆
撃
機
「
富
岳
」
を
試
作
し
て
い

た
。 
 

こ
れ
を
サ
イ
パ
ン
島
に
実
戦
配
備
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
連
合
軍
基
地
を
爆
撃
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
わ
け
だ
っ
た
。
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
譲
れ
な
い
戦
略
拠
点
だ

っ
た
。 

 

海
戦
に
参
加
し
た
艦
船
は
小
澤
治
三
郎
中
将
麾
下
の
第
一
機
動
艦

隊
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
力
は
以
下
の
よ
う
だ
っ
た
。 

  

航
空
母
艦 

大
鳳
、
瑞
鶴
、
翔
鶴
、
隼
鷹
、
飛
鷹
、
龍
鳳
、
千
歳
、 

 
 
 
 
 
 

千
代
田
、
瑞
鳳 

 

航
空
戦
艦 

伊
勢
、
日
向 

 

大
型
戦
艦 

大
和
、
武
蔵
、
長
門
、
金
剛
、
榛
名 

 

重
洋
戦
艦 

愛
宕
、
孝
雄
、
摩
耶
、
鳥
市
、
妙
高
、
羽
黒
、
熊
野
、 

 
 
 
 
 
 

鈴
谷
、
利
根
、
筑
摩
、
最
上 

 
巡
洋
艦 

 

阿
賀
野
、
矢
矧
、
能
代 

 
駆
逐
艦 

 

朝
雲
、
風
雲
、
磯
風
、
浦
風
、
雪
風
、
谷
風
、
初
月
、 

 
 
 
 
 
 

若
月
、
秋
月
、
涼
月
、
霜
月
、
野
分
、
満
潮
、
山
雲
、 

 
 
 
 
 
 

長
波
、
朝
霜
、
岸
波
、
沖
波
、
藤
波
、
秋
霜
、
早
霜
、 



＝巻之九  修羅＝ 

 26 

 
 
 
 
 
 

浜
風
、
玉
波
、
浜
波
、
早
波
、
島
風
、
白
露
、
時
風
、 

 
 
 
 
 
 

五
月
雨 

  

投
入
さ
れ
た
航
空
機
は
計
四
百
五
十
三
機
だ
っ
た
。
内
訳
は
戦
闘

機
百
八
十
、
爆
撃
機
百
五
十
、
水
上
爆
撃
機
二
十
四
、
攻
撃
機
九
十

九
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
諸
島
に
建
設
し
た
第
一
航
空
艦
隊
基
地
の

航
空
戦
力
と
し
て
、
テ
ニ
ア
ン
島
に
六
百
七
十
二
機
、
ト
ラ
ッ
ク
島

に
五
百
五
十
一
機
、
ケ
ン
ダ
リ
ー
島
に
百
六
十
八
機
、
ペ
リ
リ
ュ
ー

島
に
二
百
四
十
機
の
計
一
千
六
百
三
十
一
機
が
配
備
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
総
兵
力
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
主
力
で
あ
る
第
五
十

八
機
動
部
隊
を
殲
滅
し
よ
う
と
い
う
計
画
だ
っ
た
。 

 

対
す
る
ア
メ
リ
カ
第
五
十
八
機
動
部
隊
の
陣
容
は
、
二
年
前
の
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
と
き
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
。
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
ー
海
戦
の
と
き
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
が
保
有
す
る
空
母
は
三
隻

し
か
な
か
っ
た
が
、
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
に
は
日
米
開
戦
と
同
時
に
急

ピ
ッ
チ
で
建
造
さ
れ
た
最
新
鋭
の
二
十
二
隻
、
そ
れ
と
真
珠
湾
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
修
理
を
完
了
し
た
戦
艦
が
艦
隊
に
編
入
さ
れ
て
い
た
。

大
型
空
母
六
、
小
型
空
母
七
、
戦
艦
七
で
あ
る
。
艦
船
と
砲
門
の
数

に
お
い
て
、
日
本
の
連
合
艦
隊
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
規
模
だ
っ
た
。 

  

大
型
空
母 

レ
キ
シ
ン
ト
ン
、
ホ
ー
ネ
ッ
ト
、
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
、 

 
 
 
 
 
 

バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
、
ワ
ス
プ
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、 

 
 
 
 
 
 

エ
セ
ッ
ク
ス 

 

小
型
空
母 

バ
タ
ー
ン
、
カ
ボ
ッ
ト
、
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
、
モ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 

レ
ー
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
、
サ
ン
ハ
シ
ン
ト
、
カ
ウ
ペ 

 
 
 
 
 
 

ウ
ス
、
ラ
ン
グ
レ
ー 

 

戦 

艦 
 

ア
ラ
バ
マ
、
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
ニ 
 
 
 
 
 
 

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ア
イ
オ
ワ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ノ 

 
 
 
 
 
 

ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ 

 

そ
の
他 

 

重
巡
洋
艦
三
、
軽
巡
洋
艦
六
、
防
空
巡
洋
艦
四
、
駆 

 
 
 
 
 
 

逐
艦
五
十
八 

 

航
空
機 

 

九
百
二
機 

  

帝
国
海
軍
が
希
求
し
て
已
ま
な
か
っ
た
艦
隊
決
戦
が
実
現
し
た
の

で
あ
る
。 

 

六
月
十
九
日
午
前
七
時
三
十
分
、
小
澤
部
隊
か
ら
二
百
四
十
一
機

の
攻
撃
隊
が
舞
い
上
が
っ
た
。
そ
の
中
に
は
最
新
鋭
の
艦
上
爆
撃
機

「
彗
星
」、
艦
上
攻
撃
機
「
天
山
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。 

  
第
一
次
攻
撃
隊	 

〇
七
三
〇
発
艦 

第
三
航
空
戦
隊
六
十
四
機
（
零
戦
十
四
、
戦
闘
爆 

 
 
 
 
 
 
 

撃
機
四
十
三
、
天
山
七
） 

〇
七
四
五
発
艦 

第
一
航
空
戦
隊
百
二
十
八
機
（
零
戦
四
十
八
、
彗 

 
 
 
 
 
 
 

星
五
十
一
、
天
山
二
十
九
） 
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〇
九
〇
〇
発
艦 

第
二
航
空
戦
隊
四
十
九
機
（
零
戦
十
七
、
戦
闘
爆 

 
 
 
 
 
 
 

撃
機
二
十
五
、
天
山
七
） 

 
第
二
次
攻
撃
隊	 

一
〇
一
五
発
艦 

第
二
航
空
戦
隊
六
十
五
機
（
零
戦
二
十
六
、
艦
上 

 
 
 
 
 
 
 

爆
撃
機
二
十
七
、
彗
星
九
、
天
山
三
） 

一
〇
二
〇
発
艦 
第
一
航
空
戦
隊
十
八
機
（
零
戦
四
、
戦
闘
爆
撃
機 

 
 
 
 
 
 
 

十
、
天
山
四
） 

  

第
一
機
動
艦
隊
か
ら
第
二
次
攻
撃
隊
が
発
艦
し
て
い
る
こ
ろ
、
ア

メ
リ
カ
第
五
十
八
機
動
部
隊
の
レ
ー
ダ
ー
が
接
近
し
つ
つ
あ
る
日
本

軍
第
一
次
攻
撃
隊
航
空
機
の
機
影
を
捕
捉
し
て
い
た
。
ミ
ッ
チ
ャ
ー

中
将
は
た
だ
ち
に
艦
載
機
四
百
五
十
機
を
上
空
に
待
機
さ
せ
た
。
日

本
の
第
一
次
攻
撃
隊
は
待
ち
受
け
て
い
た
ヘ
ル
キ
ャ
ッ
ト
に
襲
わ
れ
、

そ
の
猛
攻
を
く
ぐ
り
ぬ
け
た
百
九
十
七
機
が
敵
艦
隊
上
空
に
到
達
し

た
。 

 

標
的
で
あ
る
敵
艦
隊
の
上
空
に
機
影
は
見
え
な
か
っ
た
。 

 

―
―
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
。 

 

と
見
た
攻
撃
隊
は
、
一
斉
に
突
入
し
て
い
っ
た
。 

 

こ
こ
で
悲
劇
が
起
こ
っ
た
。 

 

日
本
の
戦
闘
機
、
爆
撃
機
は
、
レ
ー
ダ
ー
誘
導
の
対
空
砲
に
撃
ち

落
さ
れ
、
さ
ら
に
Ｖ
Ｔ
信
管
付
き
の
対
空
砲
弾
で
む
な
し
く
海
上
に

墜
落
し
て
い
っ
た
。
百
九
十
七
機
中
、
実
に
七
〇
％
に
相
当
す
る
百

三
十
八
機
が
撃
墜
さ
れ
た
の
だ
。 

 

第
一
次
攻
撃
隊
と
し
て
飛
び
立
っ
た
二
百
四
十
一
機
は
、
あ
っ
と

い
う
間
に
五
十
九
機
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

の
ち
に
ア
メ
リ
カ
軍
は
こ
の
空
戦
を
「
マ
リ
ア
ナ
の
七
面
鳥
射
ち
」

と
呼
ん
だ
。 
 

第
一
機
動
部
隊
の
第
二
次
攻
撃
隊
八
十
三
機
は
敵
艦
隊
を
見
失
っ

て
攻
撃
に
失
敗
し
た
。
だ
け
で
な
く
、
空
中
戦
で
五
十
四
機
を
失
っ

た
。 

 

さ
ら
に
空
母
「
翔
鶴
」「
大
鳳
」
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
潜
水
艦
が

放
っ
た
魚
雷
で
撃
沈
し
た
。
小
澤
治
三
郎
は
第
一
機
動
部
隊
の
旗
艦

を
重
巡
洋
艦
「
羽
黒
」
に
移
し
、
艦
隊
の
再
編
成
を
指
令
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。 

 

翌
二
十
日
、
今
度
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
攻
撃
に
出
る
番
だ
っ
た
。 

 

ミ
ッ
チ
ャ
ー
中
将
は
索
敵
に
手
間
取
っ
た
が
、
午
後
四
時
に
日
本

の
艦
隊
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
薄
暮
戦
と
な
る
の
も
顧
み
ず
、

彼
は
艦
載
機
全
機
の
出
動
を
命
令
し
た
。
戦
闘
機
八
十
五
、
急
降
下

爆
撃
機
七
十
七
、
雷
撃
機
五
十
四
の
計
二
百
十
六
機
で
あ
る
。 

 
小
澤
は
残
存
の
七
十
五
機
を
上
空
に
待
機
さ
せ
て
迎
え
撃
っ
た
が
、

掩
護
の
間
隙
を
縫
っ
て
低
空
で
侵
入
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
雷
撃
機
が

魚
雷
を
投
下
し
た
。
雷
撃
機
と
潜
水
艦
の
魚
雷
で
空
母
「
飛
鷹
」
が

撃
沈
さ
れ
、「
瑞
鶴
」「
隼
鷹
」「
龍
鳳
」「
千
代
田
」
が
中
・
小
破
の

被
害
を
受
け
た
。 
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四 
  

航
空
機
を
失
っ
た
艦
隊
は
悲
惨
だ
っ
た
。 

 

小
澤
部
隊
は
あ
っ
け
な
く
背
走
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

陸
上
の
守
備
隊
は
、
さ
ら
に
悲
劇
だ
っ
た
。 

 

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
の
直
前
、
サ
イ
パ
ン
島
に
斉
藤
義
次
中
将
が
率

い
る
陸
軍
第
四
十
三
師
団
な
ど
二
万
五
千
四
百
六
十
九
人
が
上
陸
し

た
。
守
備
隊
は
先
任
の
南
雲
忠
一
中
将
率
い
る
海
軍
の
陸
戦
隊
六
千

百
六
十
人
と
合
せ
、
三
万
一
千
七
百
余
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、
同
島
に
は
住
民
・
軍
属
約
二
万
五
千
人
が
い
た
。 

 

こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
第
五
水
陸
両
用
軍
団
六
万
六
千
七
百
七
十

九
人
が
上
陸
し
た
。 

 

ト
ー
チ
カ
に
立
て
こ
も
っ
て
闘
う
兵
士
や
市
民
に
は
、 

 

―
―
連
合
艦
隊
が
く
る
。 

 

と
い
う
望
み
が
あ
っ
た
。 

 

朝
な
夕
な
に
、
遠
い
水
平
線
の
向
こ
う
に
何
か
が
見
え
た
と
い
っ

て
島
民
は
歓
喜
し
、
守
備
隊
の
士
気
は
奮
い
立
っ
た
。
遠
目
が
利
く

者
が
岬
の
高
台
に
立
ち
、
士
官
た
ち
は
双
眼
鏡
で
沖
合
い
を
凝
視
し

続
け
た
。
そ
の
連
合
艦
隊
が
、
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
で
消
滅
し
て
い
る

こ
と
を
、
彼
ら
は
知
ら
な
か
っ
た
。 

 

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
を
、
大
本
営
は
決
定
し
て
い
た
。 

  

『
機
密
戦
争
日
誌
』
一
九
四
四
年
六
月
二
十
四
日
付 

 

海
軍
は
『
あ
』
号
作
戦
に
関
し
陸
軍
と
協
議
の
上
、
中
止
す
る
に

決
す
。
即
ち
帝
国
は
サ
イ
パ
ン
島
を
放
棄
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
来

月
上
旬
に
は
サ
イ
パ
ン
守
備
隊
は
玉
砕
す
べ
し
。
最
早
希
望
あ
る
戦

争
指
導
は
遂
行
し
得
ず
。
残
る
は
一
億
玉
砕
に
依
る
敵
の
戦
意
放
棄

に
俟
つ
あ
る
の
み
。 

  

こ
の
決
定
は
サ
イ
パ
ン
島
の
守
備
隊
や
住
民
に
は
一
切
知
ら
さ
れ

な
か
っ
た
。 

 

日
本
側
は
三
万
人
以
上
の
将
兵
と
一
万
人
を
超
す
市
民
が
死
亡
し
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
死
傷
も
一
万
四
千
人
を
上
回
っ
た
。
七
月
六
日
、
斉

藤
義
次
、
南
雲
忠
一
の
両
中
将
が
自
決
し
、
七
日
と
八
日
に
分
け
て

敢
行
さ
れ
た
玉
砕
戦
で
サ
イ
パ
ン
島
に
お
け
る
日
本
軍
の
抵
抗
は
終

息
し
た
。 

 

四
千
人
以
上
の
市
民
・
軍
属
が
、
の
ち
に
「
バ
ン
ザ
イ
・
ク
リ
フ
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
断
崖
か
ら
海
に
投
身
し
、
そ
の
遺
体
の
た
め
に
ア

メ
リ
カ
の
軍
船
が
着
岸
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。 

  
『
機
密
戦
争
日
誌
』
七
月
一
日
付 

 

今
後
帝
国
は
作
戦
的
に
大
勢
転
回
の
目
途
な
く
、
而
か
も
独
の
様

相
も
概
ね
帝
国
と
同
じ
く
、
今
後
逐
次
ジ
リ
貧
に
陥
る
べ
き
を
以
て
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速
や
か
に
戦
争
終
結
を
企
図
す
と
の
結
論
に
意
見
一
致
せ
り
。
即
ち

帝
国
と
し
て
は
甚
だ
困
難
な
が
ら
政
略
的
攻
勢
に
依
り
戦
争
の
決
を

求
め
ざ
る
を
得
ず
。
此
の
際
の
条
件
は
唯
国
体
護
持
た
る
の
み
。
而

し
て
政
略
攻
勢
の
対
象
は
先
ず
「
ソ
」
に
指
向
す
る
を
可
と
す
。
斯

か
る
帝
国
の
企
図
不
成
功
に
終
り
た
る
場
合
に
於
て
は
最
早
一
億
玉

砕
あ
る
の
み
。 

  

以
後
、「
一
億
玉
砕
」
と
い
う
言
葉
が
常
套
句
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
く
。 

 

七
月
十
八
日
、
東
条
英
機
は
サ
イ
パ
ン
島
陥
落
の
責
任
を
取
っ
て

辞
任
し
、
二
十
二
日
、
小
磯
国
昭
を
首
班
と
す
る
内
閣
が
発
足
し
た
。 

 

小
磯
は 

 

―
―
自
分
の
任
期
中
に
、
わ
ず
か
で
も
戦
局
を
好
転
さ
せ
、
以
て

次
期
和
平
内
閣
に
指
揮
を
譲
る
。 

 

の
覚
悟
で
臨
ん
だ
、
と
い
わ
れ
る
。 

 

実
際
、
彼
は
対
中
和
平
交
渉
を
水
面
下
で
始
め
て
い
た
。
だ
が
指

導
力
に
お
い
て
力
強
さ
に
欠
如
し
て
い
た
。 

 

八
月
三
日
テ
ニ
ア
ン
島
、
十
一
日
グ
ア
ム
島
、
九
月
十
五
日
ペ
リ

リ
ュ
ー
島
が
陥
落
し
た
。 

 

八
月
二
十
五
日
、
中
国
国
民
政
府
最
高
軍
事
顧
問
・
矢
崎
勘
十
郎

中
将
は
、
対
重
慶
政
府
と
の
和
平
工
作
に
「
見
込
み
な
し
」
と
報
告

し
た
。 

 

九
月
十
八
日
、
ソ
連
政
府
か
ら
日
本
の
特
使
派
遣
を
拒
否
す
る
と

い
う
回
答
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ソ
連
を
仲
介
役
と
す
る
和
平
工
作
も

ま
た
頓
挫
し
た
の
で
あ
る
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

ア

ネ
ス
ト
・
キ
ン
グ 

第
六
十
四
「
真
珠
湾
の
次
」
補
注 

ダ
ウ
ン
フ

ル
作
戦	 

対
日
上
陸
作
戦
で
、
台
湾
か
ら
北
上
し
て
九
州
に

上
陸
す
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
」
と
、
太
平
洋
か
ら
上
陸
し
て
関
東
地
方

を
占
領
す
る
「
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
」
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
作
戦
実
施
想
定

時
期
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
が
四
十
五
年
十
一
月
、
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
は
四

六
年
春
と
さ
れ
て
い
た
。海
軍
内
で
検
討
さ
れ
た
計
画
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
で
日
本
の
航
空
戦
力
が
壊
滅
的
な
状
態
に
陥
り
、
サ
イ
パ

ン
島
を
制
圧
し
て
Ｂ
―
29
に
よ
る
戦
略
爆
撃
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

日
本
の
無
条
件
降
伏
を
に
ら
み
な
が
ら
本
土
上
陸
の
両
面
作
戦
が
正
式
に
決

定
さ
れ
た
。 

ウ

リ
ア
ム
・
ハ
ル
ゼ

	 
W
illiam

 Frederick H
alsey, Jr.

／
１
８
８
２

〜
１
９
５
９
。
航
空
戦
闘
部
隊
司
令
官
兼
第
二
空
母
戦
隊
司
令
官
と
し
て
ア

メ
リ
カ
海
軍
の
航
空
母
艦
の
指
揮
を
取
っ
た
。
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
部
隊
に
よ

る
東
京
初
空
襲
の
指
揮
を
取
っ
た
。
四
二
年
南
太
平
洋
方
面
軍
司
令
官
と
な

り
、
ソ
ロ
モ
ン
沖
海
戦
、
ル
ン
ガ
沖
海
戦
な
ど
を
通
じ
て
南
太
平
洋
地
域
で

の
連
合
国
軍
優
勢
を
決
定
づ
け
た
。 

チ

ス
タ

・
ニ
ミ

ツ 

第
五
十
七
「
駆
け
引
き
」
補
注 

レ
イ
モ
ン
ド
・
ス
プ
ル

ア
ン
ス 

Raym
ond A

m
es Spruance

／
１
８

８
６
〜
１
９
６
６
。
最
終
階
級
は
海
軍
大
将
。
四
二
年
五
月
、
病
気
療
養
の

た
め
一
時
離
任
し
た
ハ
ル
ゼ
ー
に
代
わ
っ
て
第
十
六
任
務
部
隊
司
令
官
と
な

り
、
空
母
「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
で
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
臨
ん
だ
。
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
か
ら
発
艦
し
た
攻
撃
機
の
爆
弾
が
日
本
の
空
母
「
加
賀
」

「
赤
城
」
に
致
命
傷
を
与
え
、
さ
ら
に
空
母
「
飛
龍
」、
重
巡
洋
艦
「
三
隈
」

を
撃
沈
す
る
戦
果
を
あ
げ
た
。 

Ｂ

29
の
量
産	 

四
三
年
の
秋
か
ら
量
産
に
着
手
し
た
が
、イ
ン
ド
と
中
国

の
飛
行
場
建
設
の
遅
れ
（
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
ク
レ
ー
ン
が
な
く
、
人
手
で
工

事
が
進
め
ら
れ
た
た
め
）
も
あ
っ
て
計
画
は
大
幅
に
遅
れ
た
。
四
四
年
一
月

に
は
九
十
七
機
が
完
成
し
て
い
る
べ
き
と
こ
ろ
、
飛
行
可
能
な
機
体
は
一
機

し
か
な
か
っ
た
。
二
月
に
入
っ
て
「
カ
ン
ザ
ス
の
戦
い
」
と
呼
ば
れ
る
突
貫

工
事
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
マ
リ
エ
ッ
タ
工
場
で
ス
タ
ー
ト
し
、
三
月
下
旬
に
Ｂ

―
29
の
編
隊
が
イ
ン
ド
に
向
け
て
出
発
し
た
。ち
な
み
に
編
隊
は
イ
ギ
リ
ス

を
経
由
し
て
イ
ン
ド
に
向
か
っ
た
。 

チ

ン
ド
ラ
・
ボ

ス 
N
etaji Subash Chandra Bose

／
１
８
９
７
〜

１
９
４
５
。
国
民
会
議
派
議
長
の
と
き
イ
ン
ド
独
立
闘
争
に
つ
い
て
ガ
ン
ジ

ー
や
ネ
ル
ー
ら
と
路
線
を
異
に
し
、
初
め
ヒ
ト
ラ
ー
に
枢
軸
国
軍
の
イ
ン
ド

侵
攻
を
直
訴
し
た
。
し
か
し
対
ソ
戦
に
最
も
力
を
注
い
で
い
た
ヒ
ト
ラ
ー
は

こ
の
提
案
を
拒
否
し
た
た
め
、ボ
ー
ス
は
今
度 

は
日
本
に
協
力
を
求
め
た
。

四
三
年
イ
ン
ド
独
立
連
盟
東
亜
代
表
者
大
会
で
自
ら
を
首
班
と
す
る
「
自
由

イ
ン
ド
仮
政
府
」
の
樹
立
を
表
明
し
た
。
大
日
本
帝
国
政
府
は
独
立
国
家
と

し
て
承
認
す
る
に
当
た
っ
て
「
領
土
と
人
民
を
基
礎
と
す
る
国
家
の
存
在
が

不
可
欠
で
あ
る
」
と
す
る
見
解
に
沿
い
、
日
本
海
軍
が
占
領
中
の
ア
ン
ダ
マ

ン
、
ニ
コ
バ
ル
両
諸
島
を
自
由
イ
ン
ド
仮
政
府
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
決
定

し
た
。 

 
日
本
が
無
条
件
降
伏
し
た
直
後
、
ソ
連
と
の
連
携
を
探
る
た
め
サ
イ
ゴ
ン

か
ら
飛
び
立
っ
た
飛
行
機
が
墜
落
し
て
死
去
し
た
。
そ
の
墓
は
東
京
・
杉
並

の
蓮
光
寺
に
あ
る
。
し
か
し
イ
ン
ド
で
は
戦
後
長
く
生
存
が
信
じ
ら
れ
、
ソ

連
領
内
で
ボ
ー
ス
を
見
た
と
い
う
目
撃
証
言
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。 

ア
イ
ン
シ

タ
イ
ン	 

A
lbert Einstein

／
１
８
７
９
〜
１
９
５
５
。
ド
イ

ツ
の
ウ
ル
ム
と
い
う
町
の
ユ
ダ
ヤ
人
一
家
に
生
ま
れ
、
十
二
歳
で
ユ
ー
ク
リ
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ッ
ド
幾
何
学
を
独
学
し
た
。
一
八
九
四
年
家
族
は
イ
タ
リ
ア
に
移
住
し
、
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
に
進
ん
だ
。
一
九
〇
五
年

ス
イ
ス
特
許
局
職
員
だ
っ
た
と
き
「
相
対
性
理
論
」「
光
量
子
仮
説
」「
ブ
ラ

ウ
ン
運
動
理
論
」
の
論
文
三
篇
を
発
表
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
チ
ュ
ー
リ

ヒ
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
二
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
が
、

そ
れ
は
光
量
子
の
存
在
を
指
摘
す
る
光
電
効
果
の
発
見
に
対
し
て
だ
っ
た
。 

 

ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
が
激
し
さ
を
増
し
た
一
九
三
三
年
、
ロ
バ

ー
ト
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
勧
め
で
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に

原
子
爆
弾
の
開
発
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
内
容
の
手
紙
を
送
り
、
こ
れ
が
容

認
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
亡
命
し
た
。
亡
命
後
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等

学
術
研
究
所
で
研
究
を
続
け
た
が
、
彼
の
亡
命
を
き
っ
か
け
に
原
爆
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｖ
Ｔ
信
管
が
実
現

し
た
。 

サ
イ
パ
ン
島	 

北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
中
で
最
大
の
面
積
を
持
つ
。
紀
元
前
か

ら
「
チ
ャ
モ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
海
洋
性
民
族
が
定
住
し
て
い
た
。
一
五
二
一

年
世
界
一
周
を
目
指
す
マ
ゼ
ラ
ン
の
艦
隊
が
上
陸
し
、
ス
ペ
イ
ン
王
妃
マ
リ

ー
・
ア
ン
ヌ
の
名
に
ち
な
ん
で
「
マ
リ
ア
ナ
」
と
命
名
し
た
。
の
ち
ス
ペ
イ

ン
が
ド
イ
ツ
に
売
却
し
、
第
一
次
大
戦
で
大
日
本
帝
国
の
信
託
統
治
に
入
っ

た
。
同
島
に
は
大
日
本
帝
国
の
南
洋
庁
支
所
が
あ
っ
て
、
太
平
洋
委
任
統
治

領
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。「
太
平
洋
の
防
波
堤
」
と
い
わ
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ

る
。ア
メ
リ
カ
軍
が
占
領
し
て
の
ち
は
日
本
本
土
を
爆
撃
す
る
Ｂ
―
29
の
基

地
と
な
り
、
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
信
託
統
治
と
な
っ
た
。 

古
賀
峯
一 

こ
が
・
み
ね
い
ち
／
１
８
８
５
〜
１
９
４
４
。
佐
賀
県
に
生
ま

れ
海
軍
兵
学
校
、
海
軍
大
学
校
を
出
て
一
九
一
七
年
少
佐
。
二
六
年
在
フ
ラ

ン
ス
日
本
大
使
館
付
武
官
、
二
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
全
権
団
随
員
、

三
二
年
少
将
に
進
み
軍
令
部
参
謀
、
三
六
年
中
将
、
三
七
年
軍
令
部
次
長
、

四
二
年
大
将
・
横
須
賀
鎮
守
府
長
官
を
経
て
四
三
年
二
月
山
本
五
十
六
の
あ

と
を
受
け
て
連
合
艦
隊
司
令
長
官
と
な
っ
た
。
四
四
年
三
月
三
十
一
日
、
パ

ラ
オ
に
あ
っ
た
総
司
令
部
が
ア
メ
リ
カ
軍
機
の
猛
爆
撃
を
受
け
た
と
き
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ダ
バ
オ
に
移
動
す
る
た
め
乗
込
ん
だ
水
上
艇
が
強
い
低
気
圧
に
巻

き
込
ま
れ
遭
難
し
た
。
四
月
五
日
「
殉
職
」
と
断
定
さ
れ
、
死
後
、
元
帥
に

昇
格
し
た
。
山
本
五
十
六
の
撃
墜
死
を
「
海
軍
甲
事
件
」、
古
賀
の
遭
難
死
を

「
同
乙
事
件
」
と
呼
ぶ
。 

ノ
ル
マ
ン
デ

上
陸
作
戦	 

上
陸
作
戦
の
準
備
は
四
三
年
春
か
ら
開
始
さ
れ

基
本
計
画
は
四
四
年
四
月
に
固
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
ド
ー
バ
ー
海
峡
上
空

が
天
候
不
順
の
た
め
実
施
が
順
延
さ
れ
た
。当
初「
Ｄ
デ
イ
」（
作
戦
実
施
日
）

は
六
月
五
日
だ
っ
た
が
折
か
ら
の
暴
風
で
順
延
さ
れ
、
六
日
も
悪
天
候
だ
っ

た
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
の
隙
を
衝
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
戦
略
的
な
判

断
も
あ
っ
て
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
た
。上
陸
軍
第
一
波
は
イ
ギ
リ
ス
三
個
師
団
、

ア
メ
リ
カ
二
個
師
団
、
空
挺
部
隊
は
イ
ギ
リ
ス
一
個
師
団
、
ア
メ
リ
カ
二
個

師
団
で
、
計
八
個
師
団
だ
っ
た
。 

重
爆
撃
機

深
山

 

し
ん
ざ
ん
：
一
式
陸
上
攻
撃
機
を
大
型
化
し
た
重
爆

撃
機
。
実
際
の
最
高
速
度
は
三
百
九
十
キ
ロ
／
時
、
積
載
可
能
重
量
は
八
百

キ
ロ
で
、
六
機
が
製
作
さ
れ
た
が
、
速
度
の
問
題
か
ら
輸
送
用
と
し
て
使
わ

れ
た
。 

爆
撃
機

連
山

 

れ
ん
ざ
ん
：
陸
上
へ
の
爆
撃
に
絞
っ
て
開
発
さ
れ
た
重

爆
撃
機
で
四
機
が
試
作
さ
れ
た
が
実
戦
配
備
は
さ
れ
な
か
っ
た
。 

超
大
型
爆
撃
機

富
岳

 

ふ
が
く
：
エ
ン
ジ
ン
六
基
を
備
え
、
最
高
七
百

八
十
キ
ロ
／
時
で
十
五
ト
ン
の
爆
弾
を
積
載
、
二
十
ミ
リ
機
銃
四
基
を
備
え

る
超
大
型
爆
撃
機
。
ア
メ
リ
カ
本
土
爆
撃
を
構
想
し
陸
海
軍
共
同
で
計
画
さ

れ
た
。
し
か
し
当
時
の
日
本
の
技
術
的
で
は
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
か
っ

た
。 
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小
澤
治
三
郎 

お
ざ
わ
・
じ
さ
ぶ
ろ
う
／
１
８
８
６
〜
１
９
６
６
。
宮
崎
県

に
生
ま
れ
一
九
〇
六
年
海
軍
兵
学
校
卒
、
三
〇
年
大
佐
。
三
六
年
少
将
、
三

七
年
連
合
艦
隊
参
謀
、
三
九
年
第
一
航
空
戦
隊
司
令
官
、
四
〇
年
中
将
に
進

み
四
一
年
第
一
南
遣
艦
隊
司
令
長
官
、
四
二
年
第
三
艦
隊
司
令
長
官
、
四
四

年
第
一
機
動
艦
隊
司
令
長
官
を
兼
務
し
た
。
四
五
年
四
月
海
軍
総
司
令
長
官

兼
連
合
艦
隊
司
令
長
官
兼
海
上
護
衛
司
令
長
官
と
な
り
終
戦
を
迎
え
た
。 

空
母

レ
キ
シ
ン
ト
ン

	 

初
代
は
一
九
二
七
年
十
二
月
に
就
役
し
四
二
年

五
月
八
日
の
珊
瑚
海
海
戦
で
日
本
海
軍
艦
載
機
の
放
っ
た
魚
雷
と
爆
弾
に
よ

っ
て
撃
沈
さ
れ
た
。
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
に
参
加
し
た
の
は
二
代
目
艦
で
排
水

量
二
万
七
千
百
ト
ン
、
全
長
二
百
六
十
六
メ
ー
ト
ル
、
最
高
速
度
三
十
二
・

七
ノ
ッ
ト
／
時
、
艦
載
機
百
三
機
。
四
三
年
二
月
に
就
役
し
九
一
年
十
一
月

に
退
役
、
現
在
は
博
物
館
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

空
母

ホ

ネ

ト

 

初
代
は
一
九
四
一
年
十
二
月
に
就
役
し
四
二
年
十

月
の
南
太
平
洋
海
戦
で
沈
没
し
た
。
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
に
参
加
し
た
の
は
二

代
目
艦
で
、
当
初
は
「
キ
ア
サ
ー
ジ
」
と
い
う
艦
名
だ
っ
た
。
四
三
年
一
月

「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
」の
名
を
継
ぎ
、四
七
年
予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
。そ
の
後
、

対
潜
哨
戒
空
母
と
し
て
復
帰
し
六
六
年
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
の
回
収
に
使
わ
れ
た
。 

空
母

ヨ

ク
タ
ウ
ン

	 

初
代
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
は
三
九
年
九
月
大
西
洋
艦

隊
に
就
役
、四
二
年
六
月
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
沈
没
し
た
。四
三
年
四
月
、

ボ
ム
・
ノ
ム
・
リ
チ
ャ
ー
ド
を
「
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
」
に
改
名
、
四
七
年
予
備

役
と
な
っ
た
が
五
七
年
対
潜
空
母
と
し
て
復
帰
し
た
。
七
〇
年
再
度
の
予
備

役
編
入
後
、
七
三
年
除
籍
と
な
っ
た
。 

空
母

エ
ン
タ

プ
ラ
イ
ズ

	 

太
平
洋
戦
争
の
全
期
を
通
じ
て
生
き
残
っ

た
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
旗
艦
。
一
九
三
八
年
五
月
に
就
役
し
、
四
二
年
六

月
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
艦
載
機
が
日
本
連
合
艦
隊
の
空
母「
赤
城
」「
加
賀
」

「
飛
龍
」、
駆
逐
艦
「
朝
潮
」、
同
年
八
月
第
二
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
で
空
母
「
龍

驤
」、
同
年
十
月
南
太
平
洋
海
戦
で
空
母
「
翔
鶴
」、
同
年
十
一
月
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
沖
海
戦
で
戦
艦
「
比
叡
」、
重
巡
洋
艦
「
衣
笠
」
を
そ
れ
ぞ
れ
撃
沈
す
る

な
ど
最
大
の
活
躍
を
し
た
。
四
七
年
予
備
役
に
編
入
さ
れ
ア
ナ
ポ
リ
ス
海
軍

兵
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
の
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
は
世
界
初
の
原

子
力
空
母
、
か
つ
艦
載
機
の
ほ
か
対
空
砲
な
ど
の
兵
備
を
持
た
な
い
空
母
と

し
て
六
一
年
十
一
月
に
就
役
、「
ビ
ッ
グ
Ｅ
」
の
通
称
で
知
ら
れ
、
太
平
洋
艦

隊
旗
艦
の
座
を
「
Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
」
に
譲
っ
た
。 

彗
星 

す
い
せ
い
：
ド
イ
ツ
・
フ
ォ
ッ
カ
ー
ウ
ル
フ
社
か
ら
入
手
し
た
設
計

図
を
も
と
に
開
発
さ
れ
た
。
機
首
に
置
い
た
エ
ン
ジ
ン
の
下
に
冷
却
用
外
気

吸
引
口
が
あ
る
独
特
の
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
。
全
長
十
・
二
メ
ー
ト
ル
、
全
幅

十
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
乗
員
二
名
、
最
高
速
度
五
百
五
十
二
キ
ロ
／
時
、
七
・

七
ミ
リ
機
銃
三
基
を
備
え
、
最
大
五
百
キ
ロ
の
爆
弾
を
装
着
で
き
た
。 

天
山 

て
ん
ざ
ん
：
一
式
陸
攻
、
九
七
式
艦
攻
に
代
わ
る
次
期
主
力
攻
撃
機

と
し
て
設
計
さ
れ
、
最
高
速
度
は
四
百
六
十
五
キ
ロ
／
時
、
十
三
ミ
リ
機
銃

一
基
、
七
・
九
ミ
リ
機
銃
一
基
を
装
備
し
八
百
キ
ロ
爆
弾
ま
た
は
魚
雷
一
本

を
装
着
で
き
た
。「
深
山
」「
連
山
」
な
ど
山
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
号
機
と
し
て

大
き
な
期
待
を
集
め
た
が
、
日
本
海
軍
の
伝
統
的
な
防
衛
力
軽
視
の
た
め
簡

単
に
撃
墜
さ
れ
て
い
っ
た
。 

バ
ン
ザ
イ
・
ク
リ
フ	 

現
地
名
は
「
プ
ン
タ
ン
・
サ
バ
ネ
タ
」
岬
。
岬
沖
合

い
の
海
底
十
三
メ
ー
ト
ル
の
岩
礁
に
、
一
九
九
九
年
六
月
、
ダ
イ
バ
ー
で
も

あ
る
東
京
・
蔵
前
の
浄
念
寺
第
二
十
六
世
石
田
住
職
に
よ
っ
て
慰
霊
塔
が
建

立
さ
れ
た
。 
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